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ディスレクシアな有名人



ディスレクシアとは

• 知的には標準並みにあるのに読み書きに特
 異的なつまづきや困難さがみられるもの

• 英語圏では１０％以上いるといわれ、日本語
 でも5%はいるといわれている。

• 見た目で分からない

• ディスレクシアのみということは少ない

• 治るのか？一生にわたる支援が必要

• 一人一人違う⇒ニーズに合わせる事が困難



読むということ

• 文字を形として認識する

• 文字を音とマッチングする

• 単語として認識する

• 文章として認識する

• 意味を理解する

• 正確さ⇒スピード⇒流暢さ⇒理解
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主な特徴  読み

• たどたどしい読み方

• 不正確な読み方

• 勝手読み

• 似た音と間違う

• 似た形と間違う

• 順番を間違う

• 電話番号を聞き間違う



主な特徴  書き

• 音を飛ばす

• 勝手読み

• 似た音と間違う

• 似た形と間違う

• 順番を間違う

• 電話番号を聞き間違う



教育の場面で読めないことの問題

• 情報へのアクセスが限定される
• 本来の実力が発揮されない
• 本来の能力を相応に評価されない
何よりも周りの理解がないために
• 間違った指導を強要される
• 虐待、保護者の苦悩
• クラスからはじかれる、からかわれる
• 自己評価の低下
• 不登校、情緒的な問題など
⇒ではどのような支援が？



合理的な配慮



合理的な配慮  ディスレクシア
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